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JA直鞍アグリ土づくりセンターで堆肥を学ぶ！ 

－ 土づくりの基本は堆肥から  － 

 

 11 月 30 日、飯塚地域担い手・産地育成総合支援協議会（事務局は普及指導センター）

は、化学肥料価格の高止まりを受けて堆肥が注目されるなか、協議会の会員を対象に管内

で牛のふんや尿を活用し、堆肥を生産している JA 直鞍アグリ土づくりセンター（鞍手町）

の視察を行いました。 

このセンターは、直方市や小竹町の畜産農家７戸が排出するふんや尿を JA が原料とし

て回収・搬入し、水田用バラ堆肥と園芸用袋詰め堆肥を生産している施設です。ここでは、

原料を水分調整後、酵素・アミノ酸液を混合し、強制通気を実施することで、堆肥の発酵

温度が 80℃近くまで上がり、堆肥中に混入した雑草の種子や病原性細菌が死滅し、安全・

安心な堆肥を生産しています。参加者からは「こんなに発酵温度が上がる堆肥を見るのは

初めてだ」、「堆肥がこのような過程を経て出来ることを初めて知った」等と意見があり

ました。 

今後とも普及指導センターは、関係機関を対象にした畜産施設の現地視察等をとおして、

畜産への理解醸成や支援を行います。 

 

 説明を熱心に聞く参加者 発酵熱 80℃による蒸気 
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